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問題：W大の Tくんは、移動するごとに
１

３
の確率で被っている帽

子を忘れる。年始回りで T 君は自宅を出発し A、B、C の家庭に

寄り年始回りをし、自宅に帰る。Tくんは自宅を出て A、B、Cの

順で年始回りをした後、自宅に帰った時に被っている帽子を忘れ

ていることに気付いた。B の家庭に帽子を忘れている確率を求め

よ。但し帽子は道で落としたりせず A、B、Cの何れかに忘れてい

るものとする。 

 

条件付き確率の定義：２つの事象 A、B において事象 A が起こった時に、事象 B が起こる確率を

事象 A が起こるときの事象 B の条件付き確率といい PA（B）で表す。PA（B）＝
P（A∩B）

𝑃(𝐴)
である。 

 

例題：３枚のカードがある。その両面の表と裏の色は白―白のカードが１枚、白―赤のカードが一

枚、赤―赤のカードが一枚ある。３枚のカードから１枚をとりテーブルの上に置いた時に表が赤で

あった。この時このカードが裏も赤である確率を求めよ。 


